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ヴァルター・ベンヤミンの

「感覚的知覚の正常な範囲の外側jの問題について

秋丸知貴

筆者は，一昨年と昨年の哲学若手研究者フォーラムで，ヴアノレター・ベンヤ

ミン（WalterBeniamin: 1892-1940｝の「アウラJ概念及び「アウラの凋落J概念を論

じた．それは，次のように要約できる 1.

まず， fアウラJは，対象が被る変化及びその時間的全蓄積と分析できる．ま

た，主体が客体のアウラを注意（＝意識を集中）して知覚することを「アウラ的

知覚jと定義できる．

基本的に，天然の自然環境では，主体の客体に対する知覚はアウラ的知覚で

ある．これに対し，主に 19世紀以後， f生的自然の限界からの解放J2 （ヴェルナ

ー・ゾンバルト）を特徴とする各種の脱自然的な「近代技術Jが，主体と客体の聞

に介入するようになると，主体には自然なアウラ的知覚に代わる脱自然的な『脱

アウラ的知覚jが生じ，「アウラの凋落J3が発生することになる．

ベンヤミンは「複製技術時代の芸術作品（第二稿）J (1935-36年）で，この「アウ

ラの凋落jをもたらす写真や映画に関して，「録画機械が現実から獲得すること

のできる多様な姿の大部分は，感覚的知覚の正常な （norma/en）範囲の外側にあ

るJ4と言っている．また，ベンヤミンは同稿で，「アウラの凋落Jにおける知覚

について，「物をその被いから取り出すこと，アウラを崩嬢させることは，ある

知覚の特徴であるJ5と述べている（ここで言う「被しリとは，「アウラJの謂いで

ある）．さらに，ベンヤミンは「ボードレールにおける幾つかの主題についてJ

(1939年）で，この『アウラの凋落Jにおける知覚を「ショック体験jと言い換えて

し、るJボードレールは，近代の感覚を得るための代償を明らかにした．つまり，

ショック体験におけるアウラの崩壊であるJ6. 

これらのことから， fアウラの凋落Jにおける知覚，つまり自然な「アウラ的
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知覚Jが十全に成立していない脱自然的な「脱アウラ的知覚jは，『感覚的知覚の

正常な範囲の外側jの知覚であるがゆえに『ショック体験Jと見なされていると

解釈できる．本稿は，この「感覚的知覚の正常な範囲の外側Jという観点から，

改めて近代技術がもたらす「アウラの凋落Jの諸相をより詳細に考察したい．

1 写真・映画・蓄音機

まず，近代技術としての写真について見てみよう．外界の光を穴やレンズを

通して暗箱内に映し出し，その投影像を感光剤を用いて支持体に定着させる装

置を写真機（カメラ）と言い，その定着された投影像を現像したものを写真と言

う．写真は， 1839年にルイ・ジャック・マンデ・ダゲールが開発した写真術の

公開により， 19世紀後半以降急速に普及する．

写真では，被写体のアウラは凋落する．なぜなら，写真の映像は，被写体の

外見を感光的に写し取ったものに過ぎないので，被写体自体の物質的要素は消

失するからである．そのため，被写体（＝物）は，その物質的要素を基盤に蓄積

してきたアウラ（＝被い）から分離された写像と化し，アウラを喪失する．つま

り，写真が鑑賞者に供給するものは，ただ被写体のある時点での固定的・表層

的な視覚情報だけである．

こうした写真を生み出す写真機と人間の眼球の構造は類似しているため，両

者の映像も類似している．ただし，人間の視覚が網膜の捉えた光を意識の働き

により志向的に取捨選択するのに対し，写真機は光を化学反応により全て定着

させる 7. これにより，写真には人間の視覚では意識されなかった無意識的領

域も映出される．

さらに，高速度撮影は，主体が被写体に本来向けている視覚上の意識の集中

を時間的に断ち切り，クローズアップ（拡大撮影）は，主体が被写体に本来向け

ている視覚上の意識の集中を空間的に弱める．これらにより，一層写真には本

来の人間の視覚では意識されなかった無意識的領域が表象される．これらは，

「感覚的知覚の正常な範囲の外側Jの知覚と言える．

事実，ヴア／レター・ベンヤミンは「写真小史J( 1931年）で，写真について次の

ように説いている．
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当然，写真機に語りかける自然は，肉眼に語りかける自然と異なる．異

なるのは何よりも，人間により意識を織り込まれた空間の代りに，無意識

を織り込まれた空間が立ち現れることである．例えば，人の歩き方につい

て大まかに説明することは一応誰にでもできる．しかし，「足を踏み出すJ

時の何分の一秒における姿勢については，誰も全く知らないに違いない．

写真は，高速度撮影やクローズアップといった数々の補助手段を用いてそ

れを解明してくれる．こうした視覚における無意識は，写真により初めて

知られる．それは，衝動における無意識が精神分析により初めて知られる

のと同様である（

さらに，写真映像の連続投影である映画では，被写体に対する視覚上の無意

識的領域がさらに開示されうる．つまり，遅回し（スローモーション）や早回し

（クイックモーション）は＼主体が被写体に本来向けている視覚上の意識の集

中を時間的に緩める．これにより，一層映画には本来の人間の視覚では意識さ

れなかった無意識的領域が表現される．これも， f感覚的知覚の正常な範囲の外

側Jの知覚と言える．

実際に，ベンヤミンは「複製技術時代の芸術作品（第二稿）Jで，映画について

次のように論じている．

クローズアップにより空間が，スローモーションにより運動が引伸ばさ

れる．そして拡大撮影は， fこれまでもJ不明確になら見えていたものを単

に明確にすることではなく，むしろ物質の全く新しい構造組成を目に見え

るようにすることである．同様にスローモーションは，単に既知の諸要素

を自に見えるようにするだけでなく，この既知の要素の中に全く未知の要

素を発見する．これらは「速い運動が遅くなったというのではなく，奇妙

に滑るような，漂うような，この世のものならぬ運動といった印象を与え

るJ. 従って，写真機に語りかける自然が肉眼に語りかける自然と異なる

ことは明白である．異なるのは何よりも，人間により意識を織り込まれた

空間の代りに，無意識を織り込まれた空間が立ち現れることである．人の
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歩き方について，大まかに説明することは一応誰にでもできる．しかし，

足を踏み出す時の何分の一秒における姿勢については，誰も全く知らない

に違いない．ライターやスプーンを使う時の動作は，私達にとって大体は

お馴染みである．しかしその際，手と金属の間で実際は何が起こっている

のか，ましてやそれが私達の心身状態によりどう変化するのかについては，

私達はほとんど知らない．そこに写真機は，角度の上げ下げ，中断と分離，

経過の引伸ばし〔スローモーション〕と圧縮〔クイックモーション〕，拡大

〔アップ〕と縮小〔ロング〕等の様々な補助手段を用いて介入する．視覚にお

ける無意識は，カメラにより初めて私達に知られる．それは，衝動におけ

る無意識が精神分析により初めて私達に知られるのと同様である〔括弧内

は引用者〕 IO.

こうして写真や映画が，主体が被写体に本来向けている視覚上の意識の集中

を欠損させると，その分主体の自然なアウラ的知覚は薄れ，脱自然的な脱アウ

ラ的知覚が発生する．こうした写真や映画は，生来の自然な意識状態を撹乱す

るという意味では不自由さをもたらすが，それまで不可知だった無意識的領域

を新たに意識の領域に取り込むという意味では自由を拡大することになる．

このことを，ベンヤミンは「複製技術時代の芸術作品Jで次のように説明して

いる．「映画は，周囲の世界にある様々なものをクローズアップし，私達にお馴

染みの品々の隠れた細部を強調し，レンズの独創的な使用により平凡な環境を

精査し，そうすることで一方では私達の存在を支配している数々の必然性をよ

り一層理解させ，他方では広大で意外な自由空間を私達に約束することにな

るJII • 

こうした写真や映画等の視覚的な録画機械による脱アウラ的知覚は，再生機

能を持つ蓄音機等の聴覚的な録音機械によっても同様に生じる．つまり，人間

の聴覚が鼓膜の捉えた音を意識の働きにより志向的に取捨選択するのに対し，

録音機械は音を機械的に全て定着させる．これにより，録音機械では本来の人

間の聴覚では意識されなかった無意識的領域も再生される．さらに，音量の増

幅は，主体が被録音体に本来向けている聴覚上の意識の集中を空間的に弱め，

再生速度の増減は，主体が被録音体に本来向けている聴覚上の意識の集中を時
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間的に緩める．これらにより，一層録音機械では本来の人間の聴覚では意識さ

れなかった無意識的領域が表出されうる．これもまた， f感覚的知覚の正常な範

囲の外側jの知覚と言える 12,

実際に，ベンヤミンは「ボードレールにおける幾つかの主題についてJで，録

画機械や録音機械等の記録機械について次のように解説している．「写真機及び

それ以後の類似の機械を用いる諸技術は，意志的記憶の範囲を拡大する．出来

事を，機械を用いて映像と音声で記録することが常に可能になる．従って，旨

れらの諸技術は，熟練が表微していく社会における重要な収穣となるJ13. 

2 大都市群集

次に， 19世紀後半にジョルジュ・オスマンのパリ大改造等で台頭する大都市

群集を見てみよう 14•ここで注意すべきは，大都市群集は，蒸気鉄道による運

輸交通の高速化・大量化を主な成立背景とする点で，本質的に近代技術の産物

である問題である．つまり，大都市群集は，蒸気鉄道が広範囲から高速で大量

に人々を循環させることにより成立する．そして，そうした機械的な高速性・

大量性の介在により，大都市群集では「アウラの凋落Jが生じる．

まず，大都市群集では誰もが足早に行き交う．そのため，基本的に歩行者は，

瞬時にすれ違う通行人を一瞥するだけで，従来のように個々の通行人と濃密で

人格的な相互交流を行うことはなくなる．そして，主体と客体，すなわち歩行

者と通行人の関係は，剥那的で表面的になり，自然な持続性が失われ，五感性

が弱まり，相互作用性が薄れるので，主体の通行人に対する注意（＝意識の集中）

は表える．これにはさらに，通行人の大量性による注意の散逸も加わる．こう

して通行人に対する意識の集中が減少すると，その分主体のアウラ的知覚は減

退し，脱アウラ的知覚が発生する．その結果，主体にとって個々の通行人は，

具体的固有性つまりアウラの希薄な単なる束の間の視覚印象に過ぎなくなる．

これも， f感覚的知覚の正常な範囲の外側Jの知覚と言える．

この大都市群集による知覚の変容に関連して，ベンヤミンは「パリ一一十九世

紀の首都」（1935年）で，「ボードレールにおいて初めてパリが持情詩の対象にな

るJ15と語っている．そのボードレールは，『悪の華』（第二版・ 1863年）の「通り
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すがりの女にJで次のように詠っている．

街路は僕の周りで，耳を聾するほど喚いていた．

背の高い，細身の，喪服を纏った，悲痛で荘重な，

一人の女が通り過ぎた，優雅な片手で

花網模様の裾を，摘んで揺らしながら．

俊敏で気高い，彼女の足は彫刻のよう．

僕，この僕は飲んだ，狂人のように引き蟻りつつ，

彼女の目の中に，鉛色の空が嵐を兆すのを，

魅惑する甘さを，命を奪う喜びを．

閃光……そして夜！ 一一束の間の美女よ

そのまなざしは僕を不意に生き返らせたのに，

もはや永遠の中でしか，君に会えないのか？

彼方，ここから遥か遠く！ 遅過ぎる！ 多分決して！

なぜなら，僕は君の行先を知らず，君は僕の行先を知らない，

ああ僕は君を愛したのに，ああ君はそれを知っていたのに！ 16 

そして，ベンヤミンは「ボードレールにおける幾つかの主題についてJで，ボ

ードレールの詩を次のように読解している．『ボードレールがこの事情を熟知す

るにつれて，アウラの凋薄はますます被い隠し難く彼の持情詩の中に刻み付け

られていった．これは一つの暗号の形を取った．『悪の華』で人間のまなざしが

登場する場所のほとんど全てにおいてこの暗号が見出される．（ボードレールが

それを計画的に用いたのでないことは言うまでもない．）そこで言われているの

は，要するに人間のまなざしへの反応を求める期待が空しい結果に終わること

であるJ17. 

こうして大都市群集では，その脱自然的な剃那性と大量性の介入により，主

体は客体から見られることなく一方的に見ることができるという異常な透明人
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間的自由を獲得する．そして主体は，本来の自然な意識状態による人間関係で

は知覚されない，無意識的領域における客体の秘められた真の相貌を窃視する

ことになる．これも， f感覚的知覚の正常な範囲の外側」の知覚と言える．

事実，ボードレールは『近代生活の画家』（1863年）で，大都市群集について次

のように記述している．『群集が彼の領域であることは，空気が鳥の領域，水が

魚の領域であるのと同様だ．〔…〕完全な遊歩者にとって，情熱的な観察者にと

って，数の中に，うねりの中に，運動の中に，移ろい易いものの中に，無限な

ものの中に住いを定めることは，莫大な悦楽である．我が家の外に居ながら，

どこでも我が家のように感じること．世界を見ながら，世界の中心に居ながら，

世界から隠れたままでいること．こうしたことが，この独立した，情熱的な，

偏見無き精神のささやかな喜びの幾っかであるが，これらは言葉では不器用に

しか定義できない．観察者は，至る所にお忍びを楽しむ王侯であるJ18, 

ここにおいて，個々の通行人は全て，意識の集中が薄れた表層的な視覚印象

と化し，情報価値において等価となる．やがて，大都市群集をまなざす主体に

は，視界に入る尼大で流動的な万華鏡的視覚印象全てと同時に向き合う特殊な

知覚が成立する 19＇この具象的奥行の減退した動態的・疎外的・平面的・一望

的知覚を，ヴォルフガング・シヴエノレプシュは『鉄道旅行の歴史』（1977年）で，

fパノラマ的知覚J20と呼んでいる．

これに関連して，ベンヤミンは「ボードレールにおける幾つかの主題につい

てJで，大都市群集的知覚について次のように解読している．「大都市の往来の

中を移動することは，個々人にとって一連のショックと車L離を生み出す．危険

な交差点では，バッテリーの衝撃のように，神経刺激の伝達が次々と体を貫く．

ボードレールは，電流の貯蔵庫に飛び込むように群集に飛び込む男について語

っている．すぐ後で，彼はこの男を『意識を備えた万華鏡Jと呼ぶが，これはシ

ョックの経験の言い換えであるJ21. 

実際に，ボードレールは『近代生活の画家』（1863年）で，大都市群集について

次のように叙述している．『こうして普遍的な生の愛好者は，電流の尼大な貯蔵

庫に入るように，群集に入っていく．人はまた彼を，この群集と同じほど膨大

な鏡に喰えることもできる．つまり，その運動の度ごとに，生の多様性を，生

のあらゆる要素の動的な魅力を表象する，意識を備えた万華鏡にJ22. 

205 



「ヴァルター・ベンヤミンの「感覚的知覚の正常な範囲の外側Jの問題についてj

なお，こうした大都市群集による知覚の変容は，主体自身が大都市群集の中

で歩行しつつ通行人と行き交う時に最も顕著であるが，主体が大都市群集の中

で停止して通行人を眺めている時，さらに主体が大都市群集の外で停止して通

行人を眺めている時にも，通行人の剃那性と大量性による注意散逸によりそれ

ぞれ生じる．さらに，主体が通行人をガラス窓越しに眺めて視覚以外の五感が

捨象される時には，注意は一層損なわれ，そうした脱アウラ的知覚はより強化

されることになる．

3 蒸気鉄道

この大都市群集の場合と同様の知覚の変容は，蒸気機関を直接動力とする蒸

気鉄道においてより強力に発生する．つまり， 19世紀半ば以降各地で発展する

蒸気鉄道では，乗客と風景の関係が，大都市群集における歩行者と通行人の関

係に対応する．そして，やはり機械的な高速性・大量性の介在により，蒸気鉄

道の車窓風景では『アウラの凋落Jが生じる．

まず，蒸気機関を直接的な推進動力とする蒸気鉄道では，車窓の風景は高速

で過ぎ去る．そのため，基本的に乗客は，瞬間的に通過する風景を一瞥するだ

けで，従来のように個々の風景と充実的で体感的な相互交流を行うことはなく

なる．つまり，主体と客体，すなわち乗客と風景の関係は，剃那的で番割的に

なり，自然な持続性が失われ，五感性が弱まり，相互作用性が薄れるので，主

体の風景に対する注意は衰える．これにはさらに，風景の大量性による注意の

散逸も加わる．さらに，主体が風景をガラス窓越しに眺めて視覚以外の五感が

捨象される時には，注意は一層損なわれる．こうして風景に対する意識の集中

が減少すると，その分主体のアウラ的知覚は減退し，脱アウラ的知覚が発生す

る．その結果，主体にとって個々の風景は，具体的固有性つまりアウラの希薄

な単なる飛散的な視覚印象に過ぎなくなる．これも， f感覚的知覚の正常な範囲

の外側jの知覚と言える．

ここにおいて，個々の風景は全て，意識の集中が薄れた表層的な視覚印象と

化し，情報価値において等価となる．やがて，車窓風景をまなざす乗客には，

視界に入る陸続たる奔流的な万華鏡的視覚印象全てと平面的に向き合うパノラ
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マ的知覚が生じる．これも「感覚的知覚の正常な範囲の外側Jの知覚と言える．

これに関連して，シヴェルプシュは『鉄道旅行の歴史』で，蒸気鉄道の車窓風

景について次のように考察している．「大都市における刺激と，鉄道旅行におけ

る刺激の質の差異は，この文脈では重要ではない．決定的なことは，知覚器官

が受容して消化せねばならない印象の量的な増加であるJ23，また，シヴエノレプ

シュは同著で，車窓風景における『アウラの調落Jについて次のように洞察して

いる．「鉄道旅行の文脈で見た，パノラマ的知覚の本質的特徴を再考しよう．速

力が前景の消失をもたらすにつれて，速力は乗客を，彼を直接的に包含してい

る空間から分離する．つまり速力は，自らを「ほとんど実体なき障壁Jとして客

体と主体の聞に挿入する．こうした方法で眺められた風景は，例えば鉄道旅行

の批判者であるラスキンがまだそうであったように，集中的に，アウラ的には

もはや経験されずに，消失的に，印象派的に，正にパノラマ的に経験されるJ24' 

ここで注目すべきは，蒸気機関と車輪線路というこつの近代技術の複合であ

る蒸気鉄道では，脱自然的な高速性や大量性のみならず，脱自然的な規則性に

よる脱アウラ的知覚も生じる問題である．つまり基本的に，蒸気機関は肉体の

自然な身体能力を無視して一律に速度を出力し，車輪線路は身体の自然な揺動

を無視して直進的に前進すると共に，地形の自然な起伏を無視して直線的に進

行する．その結果，蒸気鉄道では，乗客と風景の関係には機械的な規則運動が

介入し，自然な持続性が失われ，五感性が弱まり，相互作用性が薄れるので，

さらに主体の風景に対する意識の集中は衰える．こうして主体が脱自然的に幾

何学的に運送されることにより，たとえ低速状態であっても，個々の風景の具

体的固有性つまりアウラに対する主体の自然なアウラ的知覚は減退する．そし

てその減退の分だけ，やはり主体には脱自然的な脱アウラ的知覚が発生する．

これも，「感覚的知覚の正常な範囲の外側Jの知覚と言える．

こうして蒸気鉄道の車窓風景では，その脱自然的な高速性・大量性・規則性

の介入により，主体は客体から身を引き離して一方的に見ることができるとい

う異常な傍観者的自由を獲得する．そして主体は，本来の自然な意識状態にお

ける人間と風景の関係では知覚されない，無意識的領域における風景の秘めら

れた真の相貌を垣間見ることになる．つまり，主体は，対象の形態や空間関係

や色彩の本質的構造を抽象的に促える純粋的視覚を獲得する．これも，「感覚的
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知覚の正常な範囲の外側jの知覚と言える．

実際に，ジュール・クラルティーは『パリ人遠の旅行』（1865年）で，蒸気鉄道

的視覚について次のように描述している.r風景について言えば，蒸気鉄道は大

まかな量塊しか提示しない．これは，巨匠級の芸術家こそが用いる手法である．

蒸気鉄道には，細部を求めずに生き生きとした全体を求めようJ25. 

なお，この蒸気鉄道の場合と同様の視覚の変容は26t 20世紀に普及する他の

移動機械，例えば自動車27や飛行機28でも生じる 29.

4 移動機械・伝達機械・記録機械

さらに，蒸気鉄道・自動車・飛行機等の移動機械は，上記の脱自然的な高速

性・大量性・規則性に加え，脱自然的な接近性による『アウラの凋落jももたら

す．つまり，移動機械は，その脱自然的な高速直線運動により移動時間を短縮

することで，空間的遠隔地を時間的近接地と感じさせる．そうした時空間感覚

の変化の結果，主体の個々の地域に対する意識の集中は脱構築され，個々の地

域の具体的固有性つまりアウラに対する自然なアウラ的知覚は減退する．そし

てその減退の分だけ，やはり主体には脱自然的な脱アウラ的知覚が発生し，本

来の自然な意識状態では知覚されなかった無意識的領域の遠隔地域が意識に入

ってくる．これも，「感覚的知覚の正常な範囲の外側Jの知覚と言える．

例えば，ハインリヒ・ハイネは 1854年の記事で，蒸気鉄道について次のよう

に驚いている．「この恐怖は，途轍もないこと，前代未聞の事態が出現し，結果

が見通せず予測が付かない時，私達が常に感じるものである．〔…〕今や，どれ

ほどの変化が，私達の物の見方や考え方に生じねばならないだろうか！ 基礎

概念である時間や空間でさえ，動揺し始めている．蒸気鉄道により，空間は抹

殺され，私達に残されているのは時間だけである．〔…〕今や四時間半でオルレ

アンに，そして同じ時間でルーアンに行ける．これらの路線が，ベルギーやド

イツヘ伸展し，彼の地の鉄道と連結すれば，一体どんなことになるだろうか！

まるで，全ての地方の山や森が，パリに押し寄せてくるように感じられるJ30. 

また，こうした脱アウラ的知覚は， 19世紀以降に発明される電信・電話・無

線・ラジオ・テレヴィジョン等の伝達機械の生放送でも同様に生じる．つまり，
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伝達機械は，その脱自然的な高速直線通信により情報伝達時間を短縮すること

で，空間的遠隔地を時間的近接地と感じさせる．そうした時空間感覚の変化の

結果，やはり主体の個々の地域に対する意識の集中は脱構築され，個々の地域

の具体的固有性つまりアウラに対する自然なアウラ的知覚は減退する．そして

その減退の分だけ，やはり主体には脱自然的な脱アウラ的知覚が発生し，本来

の自然な意識状態では知覚されなかった無意識的領域の遠隔地域が意識に入っ

てくる．これも， f感覚的知覚の正常な範囲の外側Jの知覚と言える 31,

さらに，こうした脱アウラ的知覚は， 19世紀以降に開発される写真・映画・

蓄音器・ヴィデオ等の記録機械でも同様に生じる．つまり，記録機械は，その

脱自然的な情報記録能力により事象を本来の時間や空間から切り離すと共に，

媒体上で別の時間や空間と接合したり，実際に別の時間や空間へ運搬したりす

ることを可能にする．そうした時空間感覚の変化の結果，やはり主体の個々の

地域に対する意識の集中は脱構築され，個々の地域の具体的固有性つまりアウ

ラに対する自然なアウラ的知覚は減退する．そしてその減退の分だけ，やはり

主体には脱自然的な脱アウラ的知覚が発生し，本来の自然な意識状態では知覚

されなかった無意識的領域の遠隔地域が意識に入ってくる 32. これも， f感覚的

知覚の正常な範囲の外側Jの知覚と言える 33, 

こうした移動機械・伝達機械・記録機械による脱アウラ的知覚においては汽

個々の地域は全て，意識の集中が薄れた表層的な観念記号となり，情報価値に

おいて等価となる．やがて，これらの近代技術に慣れ親しんだ主体には，世界

中のあらゆる地域が同一平面上に浮遊的かつモザイク状に並置されるような観

念上のパノラマ的知覚が成立する 35，これも， f感覚的知覚の正常な範囲の外側J

の知覚と言える．

例えば，ステファヌ・マラルメは『最新流行』第八号（1874年）で，蒸気鉄道に

ついて次のように楽しんでいる．「パリを離れ，空の澄んだ土地へ着くこと，そ

れが彼等の夢である．そしてその夢をもう一度反調する間もなく，出発の汽笛

が一声鳴り響けば，それだけでそれらの名前が魔法の言葉のように輝き渡る．

つまり，マルセイユ，トゥーロン（そして，その二つの避寒地の聞の出費の少な

い素敵な滞在，ラ・シオタと雄鷲岬，サン・シールとレック湾，バンドル，オ

リウール！），イエール，サン・ラファエル諸島，アンティープ，カンヌ，ニー
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ス，モナコ，マントンあるいはサン・レモ……J36. 

これに関連して，シヴェルプシュは『鉄道旅行の歴史』で， rrいま・ここJと

遠さとし、う概念、は，ベンヤミンのアウラ概念にとって本質的であるJ37と話して

いる．また，シヴェルプシュは同著で，移動機械による「アウラの凋落Jについ

て次のように指摘している．「蒸気鉄道により結合された地域，または首都に接

続された地域，そして近代的輸送によりその土着性から切り離された商品は，

その先祖伝来の場所，その伝承されてきた「いま・ここj性，ベンヤミンの概念

を用いれば，アウラを喪失する点で共通しているJ38. さらに，シヴェルプシュ

は同著で，移動機械・伝達機械・記録機械による「アウラの凋落Jに関して次の

ように主張している（なお，ここで言う「複製技術jは「記録機械Jとほぼ同義であ

る）．

ベンヤミンの言う，複製技術によるアウラの凋落は， 19世紀の大衆に諸

地域を「より近いものJにしたのと閉じ運動の表現である．「複製技術を採

用し，あらゆる現実の一回性を克服することが大衆の傾向であるように，

物を空間的にも時間的にも「より近いものJにすることは，大衆の非常に熱

烈な願望であるJ.観光旅行で諸地域を我がものにすることは，複製技術

であらゆる唯一性を我がものにすることの前段階であり準備である．空間

的遼さの経験の欠落は，オリジナルとコピーの差異を次第に均していく．

映画的知覚，すなわち全く異なる諸映像を一つの統一体として編集構成す

る知覚において，抹殺された諸空間の新しい現実が，恐らくその最も明瞭

な表現を見出す 39.

おわりに

ここで留意すべきは，ベンヤミンが「感覚的知覚の正常な範囲の外側Jという

用語を用いている問題である．つまり，原文ではイタリック体で譲歩されてい

るとはいえ，それでもなお「正常なJという形容詞を付けている以上，ベンヤミ

ンにとってf正常jなのはあくまでもアウラ的知覚であり，脱アウラ的知覚はや
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はり「異常Jであったことになる．このことは，表面的にはb、かにマルクス主義

的に技術発展を礼讃しようとも，ベンヤミン自身の深層意識では，脱アウラ的

知覚をもたらす近代技術は，本質的に人間にとって同質で正常なものではなく，

異質で異常なものと感受されていたことを意味していよう．

近代技術には，人間の生存上の有利のために発達してきた必然性がある．そ

うである以上，近代技術を全て社会から排斥しようとすることは，合理的でも

現実的でもない．しかし，もし本当に人聞が様々な近代技術をコントロールし，

生活に役立てようとするならば，まずその異質性や異常性の認識から出発しな

ければ最初のボタンを掛け違ってしまうのではないだろうか？40 そうした問

題を改めて意識させてくれる点において，本稿はベンヤミンの提出した『感覚的

知覚の正常な範囲の外側Jの問題を再評価したい．
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